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９月定例議会 議員定数削減を可決！ 
 

10 月 14 日、9 月 3 日より開催されていました９月定例議会が閉会されました。 

特に今議会では懸案事項であった議員定数削減について、民主党・無所属の会を含む４会派は、現

行の議員定数６４を４減の６０とする条例改正案を提出し、賛成多数で可決しました。 

次の市議会議員選挙から施行されます。この改正条例では、浦和区、南区、緑区、大宮区の４区で

それぞれ１減となるが、最終的には任期満了前の国勢調査結果の人口比率で定数を改めて割り振る

ため、人口の増減によっては１減区の変更もあります。 

今後も議会改革、そして地域発展のために全力で働いてまいります。 

 

 

 

 

 
さいたま市議会議員  

阪阪本本かかつつみみ    
 

まちづくり常任委員会 副委員長 

予算委員会 委員 

大都市行財政制度調査特別委員会 委員 

民主党・無所属の会さいたま市議団は、「平成２１年

度さいたま市予算編成並びに施策に対する要望書」

を市長に提出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

決算特別委員会では、２１世紀型政令指定都市「さ

いたま」の創造と発展を希求する立場から「私たち

の納めた貴重な税金が効率的に支出されているか。」

「無駄使いは無いか。」との視点で、歳入歳出の執行

状況を厳しくチェックをさせていただきました。 

平成２１年度の予算編成にあたり、決算特別委員会

での審議も踏まえ、より積極的な施策の実行を求め

る立場から、１０１項目にわたる施策要望と提案事

項をとりまとめました。 
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～より安定的な財政へ向けて～ 

さいたま市 健全財政維持に向けた取組み 

さいたま市では健全財政維持に向け平成 17 年度、「さいたま市行政改革推進プラン」を策定

いたしました。 

健全財政維持プランにおける中期財政支出見通しでは、平成１８年～２２年度までの５年間で

約８４５億円の財源不足額を見込んでいましたが、健全財政維持に向けた具体的な取組みを予算

編成に反映させ、平成１８年～２０年度の３ヶ年で約５２０億円の効果額となりました。平成２

２年度までの効果額累計では、約６９３億円の影響となる見通しであります。 

 

 

 

平成１８年～２０年度財源不足対策の効果額 
 

項目 

効果額 

平成１８～２０年度 後年後 

分権型社会に対応した行政体制の確立 

64 億円 58 億円 

・職員数の削減及び給与構造改革による人件費の削減 

・外郭団体の改革 

民間活力の導入 

47 億円 37 億円 ・指定管理者制度の活用、民間への委託 

健全な財政運営の保持 

80 億円 59 億円 

市民負担のあり方の見直し 

・各種補助金や給付の見直し 

・使用量、手数料の見直し 

健全な財政運営の保持 

199 億円 18 億円 

事業、既存施設等の再編、廃止 

・事業の選択と集中により普通建設事業費の圧縮 

・既存事業の見直し、再編によるコスト縮減 

健全な財政運営の保持 

130 億円 1 億円 

自主財源の保持・拡大 

・施設の有効活用による財源の確保 

・市有地の売却による財源の確保 

・市税等の徴収効率の向上による財源の確保 

・特定事業への財源（基金）の確保と有効活用 

合計 520 億円 173 億円 

 

693 億円 


